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■
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
構

築
に
向
け
た
需
給
情
報
連
絡
協

議
会
が
各
地
区
で
開
催

令
和
６
年
度
の
国
産
材
安
定
供
給
に
向
け
た

需
給
情
報
連
絡
協
議
会
が
１
月
に
全
国
７
地
区

で
ウ
ェ
ブ
会
議
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は

木
材
の
需
給
動
向
に
加
え
、
再
造
林
の
促
進
に

向
け
て
「
木
材
取
引
の
現
状
」
と
「
再
造
林
の

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
に
つ
い

て
も
情
報
共
有
・
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
各
地

区
の
議
論
の
概
要
を
林
野
庁
の
資
料
か
ら
紹
介

す
る
。

Ⅰ　

主
な
需
給
動
向

（
各
地
区
に
共
通
）

・
原
木
：
昨
年
夏
か
ら
出
材
不
足
。
今
後
も
急

な
増
産
は
難
し
い
と
の
意
見
あ
り
。
Ｃ
・
Ｄ
材

が
下
支
え
し
、
当
面
、
価
格
は
強
含
み
の
見
込

み
。　

・
製
品
：
住
宅
需
要
の
低
迷
に
よ
り
、

引
き
続
き
厳
し
い
状
況
。
改
正
建
築
基
準
法
の

影
響
も
懸
念
。
製
材
価
格
は
底
を
打
っ
た
と
の

意
見
あ
り
。　

・
輸
入
：
国
内
在
庫
は
減
少
傾

向
で
、
今
後
も
当
面
は
輸
入
量
は
増
え
な
い
見

込
み
。

（
北
海
道
）

・
輸
入
材
入
荷
量
の
減
少
、
東
北
か
ら
ス
ギ
丸

太
の
移
入
な
ど
に
よ
り
、
道
内
の
需
給
バ
ラ
ン

ス
に
変
化
。　

・
合
板
用
丸
太
を
出
荷
し
て
い

る
地
域
は
、
価
格
低
下
に
よ
り
伐
り
控
え
。　

・
カ
ラ
マ
ツ
の
構
造
材
へ
の
利
用
は
進
ん
で
い

る
が
、
ト
ド
マ
ツ
は
集
成
材
や
羽
柄
材
利
用
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

（
東
北
）

・
昨
年
の
出
材
量
の
落
ち
込
み
は
、
虫
害
の
影

響
に
よ
る
工
場
側
の
仕
入
れ
の
後
ろ
倒
し
に
素

材
生
産
側
が
対
応
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
。　

・
広
葉
樹
価
格
が
値
上
が
り
傾
向
で
出

材
も
増
え
て
い
る
。
夏
場
の
ス
ギ
需
要
の
落
ち

込
み
に
よ
り
広
葉
樹
伐
採
へ
シ
フ
ト
の
動
き
も

あ
っ
た
。　

・
市
場
は
Ｂ
材
が
多
く
Ａ
材
が
少

な
い
状
況
で
苦
労
し
て
い
る
。

（
関
東
）

・
雪
の
影
響
で
１
月
か
ら
原
木
入
荷
が
思
わ
し

く
な
く
、
日
に
日
に
工
場
の
原
木
在
庫
が
減
っ

て
い
る
。　

・
住
宅
需
要
が
減
少
し
た
が
、
非

住
宅
需
要
の
増
加
に
よ
り
、
木
材
需
要
ト
ー
タ

ル
で
は
そ
れ
ほ
ど
減
っ
て
い
な
い
。　

・
チ
ッ

プ
に
つ
い
て
は
製
材
工
場
か
ら
の
原
料
供
給
が

減
少
し
て
お
り
、
取
り
合
い
に
な
っ
て
い
る
。

（
中
部
）

・
施
業
地
の
奥
地
化
や
雪
の
状
況
に
よ
り
、
１

月
に
入
り
原
木
が
集
ま
ら
ず
、
工
場
の
原
木
在

庫
は
ゼ
ロ
に
近
い
。　

・
震
災
復
興
の
影
響
も

あ
り
、
北
陸
で
は
製
材
、
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
と

も
に
稼
働
状
況
は
良
好
。　

・
グ
ル
ー
プ
系
列

で
の
住
宅
販
売
実
施
は
前
年
比
１
割
減
の
見
込

み
で
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の
加
工
棟
数
も
１
割

減
。
来
年
度
も
厳
し
い
予
想
。

（
近
畿
・
中
国
）

・
原
木
価
格
に
つ
い
て
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
と
も

バ
イ
オ
マ
ス
や
輸
出
需
要
が
下
支
え
し
て
お

り
、
今
後
も
強
含
み
で
推
移
す
る
見
込
み
。　

・
昨
年
夏
以
降
の
原
木
出
材
不
足
は
、
素
材
生

産
事
業
者
が
需
要
減
に
よ
り
立
木
購
入
を
控
え

て
間
伐
や
除
伐
等
に
シ
フ
ト
し
た
こ
と
が
一

因
。

・
輸
入
材
に
つ
い
て
東
京
埠
頭
の
在
庫
は
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
国
内
メ
ー
カ
ー
は
国
産
材
で

賄
え
る
と
気
付
い
て
焦
っ
て
い
な
い
様
子
。

（
四
国
）

・
製
材
所
の
受
入
調
整
や
安
値
で
の
買
取
り
に

よ
り
、
素
材
生
産
者
の
伐
採
意
欲
が
低
下
し
、

低
質
材
の
集
荷
も
低
調
。　

・
製
品
の
荷
動
き

は
昨
年
４
月
か
ら
秋
口
に
か
け
て
鈍
か
っ
た

が
、
最
近
戻
っ
て
き
た
。
ヒ
ノ
キ
製
品
の
生
産

が
間
に
合
わ
な
い
状
況
。　

・
集
成
材
の
生
産

量
は
安
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
分
、
無
垢
材
の

販
売
量
は
落
ち
て
い
る
。

（
九
州
）

・
原
木
価
格
は
横
ば
い
。
施
業
地
の
奥
地
化
や

小
規
模
化
に
よ
り
出
材
量
が
減
っ
て
い
る
。　

・
改
正
建
築
基
準
法
は
リ
フ
ォ
ー
ム
に
も
影

響
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
多
く
扱
っ
て
い
る
事

業
者
は
半
分
以
下
の
施
工
率
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。　

・
世
界
的
に
原
木
不
足
で
日
本
向
け

は
減
る
見
込
み
。
北
米
情
勢
は
不
透
明
だ
が
、

欧
州
の
情
勢
に
よ
っ
て
は
再
び
木
材
不
足
の
可

能
性
も
。

Ⅱ　

木
材
取
引
の
現
状
や
再
造
林
の
確
保
に
向

け
た
取
組

①
木
材
生
産
の
コ
ス
ト
構
造
の
変
化

【
事
業
者
に
共
通
】

・
人
件
費
や
燃
料
費
、
物
流
費
な
ど
各
種
コ
ス

ト
が
上
昇
。　

・
特
に
機
械
の
整
備
費
や
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
上
昇
が
深
刻
。
生
産
効
率
で

カ
バ
ー
で
き
な
い
ほ
ど
上
昇
。　

・
労
働
力
不

足
に
よ
り
人
材
確
保
の
た
め
の
コ
ス
ト
が
上

昇
。　

・
需
要
の
減
少
に
よ
り
価
格
転
嫁
が
困

難
な
状
況
。

【
素
材
生
産
事
業
者
】

・
高
性
能
林
業
機
械
の
更
新
費
用
が
特
に
上
昇

し
て
お
り
、
現
在
の
機
械
購
入
時
の
価
格
の

１
・
５
～
２
倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
。（
関
東
）　

・
地
籍
調
査
が
進
ん
で
お
ら
ず
所
有
者
や
境
界

が
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
の
コ

ス
ト
が
生
産
・
運
搬
コ
ス
ト
よ
り
も
掛
か
っ
て

い
る
。（
中
部
）　

・
主
伐
に
シ
フ
ト
し
た
者
は

生
産
コ
ス
ト
が
縮
減
し
て
い
る
一
方
、
間
伐
は

施
業
地
が
奥
地
化
し
、コ
ス
ト
が
増
え
て
い
る
。

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
施
業
地
確
保
に
も
コ

ス
ト
が
掛
か
っ
て
い
る
。（
近
畿
中
国
）

【
木
材
加
工
事
業
者
】

・
最
近
は
原
木
の
虫
害
が
長
期
化
し
て
お
り
、

歩
留
ま
り
が
悪
化
し
て
生
産
コ
ス
ト
が
上
昇
し

て
い
る
。（
東
北
）　

・
有
休
取
得
の
義
務
化
に

よ
り
製
造
コ
ス
ト
が
上
昇
し
て
い
る
。（
東
北
）

【
木
材
流
通
事
業
者
】

・
物
流
問
題
が
深
刻
。
市
場
の
よ
う
な
物
流
拠

点
が
な
い
た
め
、
長
距
離
運
送
が
多
い
状
況
に

あ
る
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
や
輸
送
距
離
の
制

限
が
見
ら
れ
は
じ
め
た
。（
北
海
道
）　

・
伐
採

制
限
や
伐
採
量
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
需
給

バ
ラ
ン
ス
を
見
直
さ
な
い
と
価
格
維
持
は
困

難
。（
中
部
）　

・
奥
地
化
に
よ
り
技
術
を
有
す

る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
や
１
日
あ
た

り
の
運
搬
回
数
の
減
少
に
よ
り
コ
ス
ト
が
上

昇
。（
中
部
）　

・
価
格
は
需
給
に
よ
り
決
ま
る

た
め
、
コ
ス
ト
を
加
味
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
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な
い
。（
中
部
）

【
木
材
利
用
事
業
者
（
プ
レ
カ
ッ
ト
、
建
築
・

建
設
、
製
紙
・
パ
ル
プ
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
）】

・
素
材
生
産
の
現
場
で
は
、
広
葉
樹
も
機
械
に

よ
る
伐
採
が
増
え
て
き
た
が
、
針
葉
樹
に
比
べ

機
械
の
負
担
が
大
き
く
、
生
産
コ
ス
ト
は
下

が
っ
て
い
な
い
。（
北
海
道
）

【
苗
木
生
産
事
業
者
・
そ
の
他
】

・
こ
こ
10
年
で
は
再
造
林
経
費
に
獣
害
対
策
コ

ス
ト
が
上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
が
、
木
材
価
格
に

は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。（
関
東
）

②
販
売
先
に
対
す
る
価
格
交
渉
の
実
施
（
交
渉

時
の
工
夫
な
ど
）

【
事
業
者
に
共
通
】

・
販
売
価
格
は
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
基
づ
く
市

場
価
格
な
ど
の
相
場
で
決
ま
る
こ
と
が
一
般

的
。

【
素
材
生
産
事
業
者
】

・
関
係
者
間
で
協
議
し
、
品
質
や
近
隣
県
の
価

格
を
参
考
に
し
て
決
定
し
て
い
る
。（
関
東
）　

・
木
材
生
産
量
は
林
野
公
共
予
算
と
連
動
し
て

い
る
と
こ
ろ
、
近
年
予
算
が
横
ば
い
の
た
め
一

定
量
を
供
給
で
き
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
国
産

材
の
安
定
供
給
力
が
川
中
事
業
者
に
理
解
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
燃
料
代
上
昇
分
を
販
売
価
格
に
反

映
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
中
部
）　

・
輸
入

材
と
の
競
争
と
な
る
た
め
、
経
費
の
積
み
上
げ

は
考
慮
さ
れ
な
い
。
認
証
制
度
を
利
用
し
て
循

環
型
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
、
売

る
物
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
近
中
）　

・
相
対
取
引
で
は
定
期
的
に
お
互
い

意
見
を
聞
い
て
価
格
設
定
し
て
い
る
。
極
端
な

市
況
変
動
の
影
響
を
受
け
に
く
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
出
材
量
等
に
よ
り
他
の
市

場
と
価
格
差
が
で
る
と
き
の
調
整
が
難
し
い
と

い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。（
四
国
）　

・
価
格

交
渉
は
口
頭
の
や
り
取
り
の
み
で
、
書
面
で
は

行
っ
て
い
な
い
。（
九
州
）

【
木
材
加
工
事
業
者
】

・
ビ
ル
ダ
ー
は
建
て
て
か
ら
引
き
渡
す
ま
で
の

時
間
が
空
く
た
め
、
交
渉
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難

し
い
。（
北
海
道
）　

・
ビ
ル
ダ
ー
間
、
プ
レ

カ
ッ
ト
事
業
者
間
の
激
し
い
競
争
の
影
響
を
受

け
る
た
め
、
価
格
を
す
ぐ
に
上
げ
る
こ
と
は
困

難
。（
北
海
道
、
九
州
）　

・
ビ
ル
ダ
ー
や
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
か
ら
は
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
要
請
ば

か
り
で
、
価
格
を
上
げ
よ
う
と
い
う
話
に
は
な

ら
な
い
。（
東
北
）　

・
木
材
の
生
産
コ
ス
ト
に

つ
い
て
理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
他
資
材
の
価
格

の
上
昇
分
を
木
材
価
格
で
調
整
さ
れ
て
し
ま

う
。（
中
部
）　

・
規
格
品
ば
か
り
だ
と
相
場
に

流
さ
れ
や
す
い
た
め
、
特
注
品
の
受
注
に
努
め

て
単
価
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。（
関
東
）　

・

金
融
情
勢
や
現
地
価
格
の
動
向
の
ほ
か
、
物
流

問
題
や
人
件
費
上
昇
な
ど
に
よ
る
先
高
感
等
も

示
し
た
上
で
交
渉
し
て
い
る
。（
近
畿
中
国
）

【
木
材
流
通
事
業
者
】

・
木
材
価
格
は
外
的
要
件
で
決
ま
る
た
め
、
生

産
コ
ス
ト
は
価
格
決
定
の
要
因
に
な
り
づ
ら

い
。（
北
海
道
）　

・
取
引
先
に
対
し
Ａ
・
Ｂ
材

の
価
格
を
保
証
し
て
も
ら
う
か
わ
り
に
、
Ｃ
・

Ｄ
材
の
販
売
価
格
は
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

（
九
州
）

【
木
材
利
用
事
業
者
（
プ
レ
カ
ッ
ト
、
建
築
・

建
設
、
製
紙
・
パ
ル
プ
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
）】

・
コ
ス
ト
増
な
ど
に
つ
い
て
販
売
先
に
状
況
は

伝
え
て
い
る
が
、
総
じ
て
理
想
的
な
価
格
に
は

届
い
て
い
な
い
。（
北
海
道
）　

・
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
で
売
電
価
格
が
決
ま
っ
て

い
る
た
め
、
価
格
転
嫁
で
き
な
い
。（
北
海
道
）　

・
販
売
金
額
に
再
造
林
価
格
を
上
乗
せ
し
た
ら

輸
入
材
や
他
資
材
に
シ
フ
ト
す
る
恐
れ
。（
北

海
道
）　

・
市
場
で
は
流
通
コ
ス
ト
は
関
係
な

く
品
質
で
評
価
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
何

が
適
正
価
格
か
は
分
か
ら
な
い
。（
中
部
）　

・

補
助
金
を
利
用
せ
ず
に
再
造
林
す
る
と
な
る

と
、
原
木
価
格
は
今
の
倍
は
必
要
。（
中
部
）　

・
再
造
林
の
確
保
は
公
共
政
策
的
な
側
面
で
考

え
る
べ
き
。価
格
は
需
給
に
よ
っ
て
動
く
も
の
。

ま
ず
は
消
費
者
等
に
国
産
材
利
用
の
意
義
を
認

識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に

よ
り
価
格
の
維
持
が
図
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
。（
中
部
）

【
木
材
利
用
事
業
者
（
プ
レ
カ
ッ
ト
、
建
築
・

建
設
、
製
紙
・
パ
ル
プ
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
）】

・
現
状
の
価
格
の
中
で
再
造
林
は
可
能
と
思
っ

て
い
た
。再
造
林
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

所
有
者
が
負
担
し
て
い
る
再
造
林
費
用
の
上
乗

せ
が
必
要
。（
北
海
道
）

【
苗
木
生
産
事
業
者
・
そ
の
他
】

・
林
業
経
営
者
の
利
益
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば

再
造
林
は
困
難
。（
関
東
）

④
再
造
林
の
確
保
に
向
け
た
取
組

【
事
業
者
に
共
通
】

・
国
の
再
造
林
補
助
金
の
嵩
上
げ
や
需
要
者
等

か
ら
の
拠
出
に
よ
る
再
造
林
基
金
に
よ
り
、
再

造
林
経
費
を
支
援
し
て
い
る
。　

・
川
上
分
野

で
は
機
械
化
に
よ
る
原
木
の
生
産
コ
ス
ト
削
減

は
限
界
の
印
象
。
伐
採
・
造
林
の
一
貫
作
業
の

実
施
、
下
刈
回
数
の
削
減
な
ど
造
林
作
業
の
省

力
化
に
よ
る
再
造
林
コ
ス
ト
の
縮
減
が
必
要
。　

・
引
き
続
き
国
や
自
治
体
の
補
助
金
の
充
実
が

必
要
。
他
方
、
費
用
負
担
が
な
く
て
も
再
造
林

し
な
い
こ
と
も
ま
ま
あ
る
た
め
、
所
有
者
へ
の

働
き
か
け
が
必
要
。

・
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
み
づ
ら
い
状
況
の
な
か
、

販
売
先
の
住
宅
建
築
側
に
対
し
て
値
上
げ
要
請

す
る
こ
と
は
難
し
い
。（
九
州
）

③
再
造
林
の
確
保
に
必
要
な
木
材
価
格
の
水
準

【
事
業
者
に
共
通
】

・
地
域
差
な
ど
も
あ
り
、一
概
に
は
言
え
な
い
。　

・
ど
こ
ま
で
を
再
造
林
経
費
と
す
る
の
か
整
理

が
必
要
。
森
林
所
有
者
に
と
っ
て
は
、
保
育
や

獣
害
対
策
の
コ
ス
ト
負
担
も
大
き
い
。

【
素
材
生
産
事
業
者
】

・
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
時
の
立
木
価
格
（
７
、０

０
０
円
／
㎥
程
度
）
が
理
想
的
。（
北
海
道
）　

・
所
有
者
の
手
元
に
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
１
０

０
万
円
か
ら
２
０
０
万
円
残
ら
な
い
と
再
造
林

を
進
め
る
こ
と
は
難
し
い
。（
関
東
）　

・
再
造

林
コ
ス
ト
や
利
益
の
回
収
を
考
慮
す
る
と
立
木

価
格
で
４
、０
０
０
円
／
㎥
が
最
低
水
準
。（
関

東
）　

・
獣
害
対
策
な
ど
を
考
慮
す
る
と
原
木

価
格
で
平
均
２
０
、０
０
０
円
／
㎥
は
必
要
。

（
九
州
）

【
木
材
加
工
事
業
者
】

・
原
木
価
格
で
２
０
、０
０
０
円
／
㎥
と
な
れ

ば
、
補
助
金
と
併
せ
て
再
造
林
が
可
能
と
な
る

の
で
は
な
い
か
。（
近
畿
中
国
）　

・
現
状
、
原

木
価
格
は
最
終
製
品
か
ら
川
下
、
川
中
の
コ
ス

ト
を
除
い
た
引
き
算
で
決
ま
っ
て
い
る
。
川
上

の
利
益
を
増
や
す
に
は
、
川
下
ま
で
通
用
す
る

よ
う
な
付
加
価
値
の
Ｐ
Ｒ
が
必
要
。（
近
畿
中

国
）　

・
今
後
も
製
材
品
価
格
の
上
昇
が
見
込

ま
れ
な
い
た
め
、
原
木
価
格
は
現
状
維
持
が
良

い
。
そ
の
な
か
で
補
助
金
な
ど
再
造
林
可
能
な

制
度
設
計
と
し
て
も
ら
い
た
い
。（
近
畿
中
国
）　

・
価
格
が
上
が
っ
た
結
果
、
国
際
競
争
力
が
下

が
っ
て
し
ま
え
ば
、
国
産
材
の
価
値
は
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。（
四
国
）

【
木
材
流
通
事
業
者
】
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【
苗
木
生
産
事
業
者
・
そ
の
他
】

・
需
要
者
に
山
の
価
値
を
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば

山
に
還
元
さ
れ
な
い
。
針
葉
樹
、
広
葉
樹
合
わ

せ
て
山
全
体
で
価
値
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
仕
掛

け
て
い
く
こ
と
が
必
要
。（
東
北
）　

・
地
方
で

の
木
材
利
用
促
進
協
定
の
拡
大
や
住
設
機
器
等

へ
の
木
材
利
用
の
推
進
な
ど
の
需
要
拡
大
が
必

要
。（
東
北
）　

・
補
助
金
に
は
限
り
が
あ
る
た

め
、
補
助
金
に
頼
ら
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
体

力
を
強
化
す
る
必
要
。（
関
東
）

○
開
催
日
程　

北
海
道
地
区
１
月
23
日
、
東
北

地
区
１
月
23
日
、
関
東
地
区
１
月
24
日
、
中
部

地
区
１
月
２
１
日
、近
畿
中
国
地
区
１
月
20
日
、

四
国
地
区
１
月
24
日
、
九
州
地
区
１
月
22
日

■
２
０
２
４
年
の
木
材
輸
入
量 

・
輸
出
量

製
材
、
集
成
材
、
合
板
の
輸
入
量
は
、
２
０

２
３
年
に
住
宅
着
工
の
低
迷
を
踏
ま
え
た
需
給

調
整
に
よ
り
大
幅
に
減
少
し
た
が
、
２
０
２
４

年
に
は
前
年
の
輸
入
量
急
減
の
反
動
か
ら
増
加

し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
２
０
１
８

年
―

２
０
１
９
年
と
比
べ
る
と
住
宅
需
要
減
退

に
よ
り
木
材
輸
入
量
は
減
少
し
て
い
る
。

２
０
２
４
年
の
製
材
輸
入
量
は
３
９
８
万
㎥

で
あ
り
前
年
比
19
％
の
増
加
と
な
っ
た
が
、
２

０
１
８
年
の
５
７
０
万
㎥
か
ら
大
き
く
減
少
し

た
。
特
に
北
米
材
は
減
少
が
著
し
く
、
２
０
１

８
年
の
２
０
０
万
㎥
か
ら
２
０
２
４
年
に
は
93

万
㎥
に
な
っ
た
。

集
成
材
の
輸
入
量
は
76
万
９
千
㎥
、
前
年
比

18
％
の
増
加
と
な
っ
た
。

合
板
の
輸
入
量
は
１
４
９
万
５
千
㎥
、
対
前

年
比
７
％
の
増
加
と
な
っ
た
。

丸
太
の
輸
入
量
は
１
７
７
万
４
千
㎥
、
前
年

比
12
％
の
減
少
と
な
っ
た
。
輸
入
の
大
半
を
占

【
素
材
生
産
事
業
者
】

・
経
済
林
と
し
て
の
価
値
の
低
い
森
林
は
、
無

理
に
伐
採
し
な
い
、
あ
る
い
は
天
然
更
新
に
よ

る
複
層
林
化
を
す
べ
き
。（
関
東
）　

・
所
有
者

か
ら
土
地
使
用
権
を
付
与
し
て
も
ら
う
代
わ
り

に
造
林
経
費
を
負
担
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
協

定
を
締
結
し
て
い
る
。（
近
畿
中
国
）　

・
立
木

購
入
時
に
再
造
林
及
び
下
刈
り
の
契
約
を
一
体

的
に
行
っ
て
い
る
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
契
約
に
よ

り
所
有
者
か
ら
は
好
評
。（
九
州
）

【
木
材
加
工
事
業
者
】

・
森
林
組
合
の
事
例
だ
が
、
現
地
で
枝
条
を
破

砕
・
チ
ッ
プ
化
し
て
販
売
す
る
こ
と
で
、
手
出

し
無
し
で
再
造
林
を
実
施
で
き
た
。（
九
州
）

【
木
材
流
通
事
業
者
】

・
非
住
宅
で
は
再
造
林
を
心
配
す
る
施
主
が
増

え
て
き
て
お
り
、
そ
の
対
応
と
し
て
森
林
認
証

材
の
販
売
を
拡
大
し
て
い
く
。（
東
北
）　

・
皆

伐
し
た
材
を
全
て
市
場
で
販
売
す
る
こ
と
を
条

件
と
し
て
、
再
造
林
経
費
の
所
有
者
負
担
分
を

市
場
が
補
填
し
て
い
る
。（
近
畿
中
国
）　

・
シ

カ
被
害
が
増
加
し
て
お
り
獣
害
対
策
が
必
須
。

今
後
は
駆
除
の
ほ
か
、
食
肉
の
加
工
処
理
の
対

応
も
必
要
。（
近
畿
中
国
）　

・
再
造
林
を
進
め

る
た
め
に
は
、
輸
入
材
に
左
右
さ
れ
な
い
国
産

材
の
価
格
形
成
が
必
要
。（
四
国
）　

・
立
木
購

入
時
に
、
伐
採
後
の
再
造
林
と
５
年
間
の
保
育

も
併
せ
て
契
約
し
て
い
る
。（
九
州
）

【
木
材
利
用
事
業
者
（
プ
レ
カ
ッ
ト
、
建
築
・

建
設
、
製
紙
・
パ
ル
プ
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
）】

・
燃
料
向
け
需
要
や
丸
太
輸
出
の
増
加
に
よ

り
、
Ａ
・
Ｂ
材
の
造
材
技
術
が
落
ち
て
し
ま
う

恐
れ
。
価
格
向
上
に
は
付
加
価
値
が
必
要
で
あ

り
、
技
術
が
落
ち
て
し
ま
う
と
、
そ
う
し
た
需

要
に
対
応
で
き
な
く
な
る
。（
中
部
）
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め
る
北
米
材
は
国
内
工
場
の
減
産
等
も
あ
り
減

少
が
続
い
て
い
る
。

２
０
２
４
年
の
丸
太
の
輸
出
は
過
去
最
高
の

１
８
１
万
９
千
㎥
と
な
っ
た
。
殆
ど
が
中
国
へ

の
輸
出
で
あ
る
。

製
材
の
輸
出
量
は
15
万
３
千
㎥
、
前
年
比

12
・
５
％
の
増
加
と
な
っ
た
。
近
年
は
米
国
へ

の
輸
出
が
伸
び
て
い
る
。

■
２
０
２
５
年
の
木
材
輸
入
の 

見
通
し

日
本
木
材
輸
入
協
会
が
と
り
ま
と
め
た
今
年

上
半
期
（
１
月
～
６
月
）
の
主
要
外
材
の
供
給

見
通
し
に
よ
る
と
、
米
加
材
丸
太
は
82
万
㎥
で

前
年
同
期
比
４
％
増
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

製
材
は
米
加
材
が
39
万
㎥
（
前
年
同
期
比
25
・

８
％
の
減
少
）、ロ
シ
ア
材
が
24
万
５
千
㎥
（
同

８
・
０
％
の
減
少
）、
欧
州
材
が
90
万
㎥
（
同

８
・
３
％
の
減
少
）、
グ
ル
ー
ラ
ム
が
26
万
㎥

（
同
17
・
０
％
の
減
少
）
と
な
っ
て
お
り
、
輸

入
材
の
供
給
減
に
よ
る
調
整
が
進
む
と
予
想
さ

れ
る
。

■
第
28
回
全
市
連
国
産
材
需
要

拡
大
製
材
品
特
別
展
示
大
会
開

催木
曽
官
材
市
売
（
協
）

全
市
連
、
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
（
勝
野

智
明
理
事
長
）
及
び
木
曽
木
材
工
業
協
同
組
合

（
麥
嶋
照
幸
理
事
長
）
は
、
１
月
24
日
（
土
）、

第
28
回
全
市
連
国
産
材
需
要
拡
大
製
材
品
特
別

展
示
大
会
を
開
催
し
た
。
来
賓
と
し
て
、
村
上

卓
也
中
部
森
林
管
理
局
森
林
整
備
部
長
、
大
畑

俊
隆
長
野
県
議
会
議
員
、
渡
邉
卓
志
木
曽
地
域

振
興
局
長
、
大
屋
誠
上
松
町
長
他
が
出
席
。
当

連
盟
か
ら
は
柱
本
修
専
務
理
事
が
出
席
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
◇
林
野
庁
長
官
賞 

天
然
木
曽
桧　

板
盤　
（
株
）
勝
野
木
材　

◇

長
野
県
知
事
賞　

天
然
木
曽
桧　

耳
付
板　

（
株
）
志
水
林
業
製
材　

◇
中
部
森
林
管
理
局

長
賞　
（ 
高○ 
○
国○ 

○
） 

○
木
曽
ひ
の
き　

鴨
居　

の

む
ら
木
材
（
株
）　

◇
全
市
連
会
長
賞　

天
然

木
曽
桧　

板
盤　

池
田
木
材
（
株
）　

◇
長
野

県
木
協
連
理
事
長
賞　

天
然
木
曽
桧　

柾
盤　

（
株
）
野
尻
木
材
工
業
所

初
市
に
は
１
３
０
㎥
が
出
品
さ
れ
、
約
80
人

の
買
方
が
参
加
し
活
発
な
競
り
が
行
わ
れ
た
。

天
然
木
曽
桧
四
方
無
地
３
・
９
ｍ
×
42
㎝
×

４
・
５
㎝
に
２
２
０
万
円
／
㎥
、
天
然
木
曽
桧

（
柾
盤
）
特
選
３
・
０
ｍ
×
16
・
５
㎝
×
９
・

０
㎝
に
２
１
５
万
円
／
㎥
の
高
値
が
付
い
た
。

総
売
上
額
は
１
、２
０
０
万
円
、
平
均
単
価
は

30
万
円
と
な
っ
た
。

■
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
状

況林
野
庁
が
と
り
ま
と
め
た
令
和
５
年
度
の
全

国
の
自
治
体
に
お
け
る
森
林
環
境
譲
与
税
の
活

用
状
況
に
よ
る
と
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

額
は
、
令
和
元
年
度
の
譲
与
開
始
以
降
、
着
実

に
増
加
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
に
は
市
町
村

と
都
道
府
県
を
併
せ
て
４
６
４
億
円
と
な
っ

た
。
使
途
別
の
内
訳
を
み
る
と
、
間
伐
等
の
森

林
整
備
関
係
に
最
も
多
く
活
用
さ
れ
て
お
り
、

２
７
６
億
円
（
全
体
の
約
６
割
）
で
あ
っ
た
。

次
に
木
材
利
用
・
普
及
啓
発
に
多
く
活
用
さ
れ

て
お
り
、
１
１
３
億
円
で
あ
っ
た
。

令
和
５
年
度
に
間
伐
等
の
森
林
整
備
関
係
に

取
り
組
ん
だ
市
町
村
の
割
合
は
81
％
、
人
材
育

成
は
38
％
、
木
材
利
用
・
普
及
啓
発
は
60
％
と

な
っ
た
。
森
林
整
備
関
係
の
取
組
を
中
心
と
し

て
取
組
市
町
村
数
は
増
加
し
て
い
る
。
特
に
、

私
有
林
人
工
林
１
千
ha
以
上
の
市
町
村
で
は
、

森
林
整
備
関
係
へ
取
り
組
む
割
合
は
98
％
と
高

く
な
っ
て
い
る
。
基
金
へ
の
全
額
積
立
の
市
町

村
は
減
少
し
て
お
り
、全
体
で
８
％
と
な
っ
た
。

令
和
５
年
度
の
森
林
環
境
譲
与
税
に
よ
る
森

林
整
備
面
積
は
５
・
２
万
ha
、
森
林
作
業
道
の

整
備
は
85
・
１
万
ｍ
、
木
材
利
用
量
は
３
・
１

万
㎥
で
あ
っ
た
。

文
部
科
学
省
の
公
立
学
校
施
設
に

お
け
る
木
材
利
用
状
況
の
調
査
に
よ

る
と
、
令
和
５
年
度
に
新
し
く
建
築

さ
れ
た
学
校
施
設
６
９
１
棟
の
う
ち

４
８
６
棟
で
木
材
が
使
用
さ
れ
た
。

内
訳
は
木
造
が
１
０
８
棟
、
非
木
造

で
内
装
を
木
質
化
し
た
も
の
が
３
７

８
棟
で
あ
っ
た
。
令
和
５
年
度
に
新
築
及
び
改

修
さ
れ
た
学
校
施
設
で
は
、
約
３
万
７
千
㎥
の

木
材
が
使
用
さ
れ
た
。
国
産
材
の
使
用
割
合
は

58
％
。
こ
れ
ら
の
施
設
の
炭
素
貯
蔵
量
は
Ｃ
Ｏ

２
換
算
量
で
約
２
・
２
万
ｔ
―

Ｃ
Ｏ
２
で
、
約

１
万
２
千
人
が
１
年
間
に
排
出
す
る
炭
素
量
の

貯
蔵
に
相
当
す
る
と
い
う
。
○
文
科
省
で
は
、

学
校
施
設
へ
の
木
材
利
用
の
主
な
効
果
と
意
義

と
し
て
次
の
事
柄
を
あ
げ
て
い
る
。・
学
習
環

境
の
改
善
―
柔
ら
か
で
温
か
み
の
あ
る
感
触
や

優
れ
た
調
湿
効
果
に
よ
る
豊
か
で
快
適
な
学
習

環
境
を
形
成
。
森
林
の
保
全
、
地
域
の
産
業
や

地
球
環
境
問
題
な
ど
に
つ
い
て
学
習
す
る
教
材

と
し
て
の
活
用
。・
地
場
産
業
の
活
性
化
―
地

域
材
や
地
場
の
職
人
の
技
術
の
活
用
に
よ
る
地

域
経
済
の
活
性
化
や
地
場
産
業
の
振
興
。・
地

球
環
境
の
保
全
―

鉄
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
等
に
比

べ
て
材
料
製
造
時
に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が

少
な
い
。
炭
素
を
貯
蔵
す
る
た
め
温
暖
化
抑
制

に
寄
与
。・
地
域
の
風
土
や
文
化
へ
の
調
和
―

学
校
づ
く
り
を
通
じ
た
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
や
木
の
文
化
の
継
承
の
機
会
の
提
供
。
○

小
学
校
４
年
生
の
時
に
古
い
木
造
の
校
舎
が
取

り
壊
さ
れ
、
新
築
さ
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
校
舎
に
移
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
近
隣

の
小
学
校
で
一
番
大
き
な
校
舎
だ
と
誇
る
人
も

い
た
。
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
。
当
時
と
し
て

は
大
き
な
建
物
で
あ
っ
た
が
、
温
か
み
を
感
じ

な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

雑 記 帳

2025年上半期の主要外材の供給見通し
（千㎥）

2025年上半期
見通し 前年同期比

丸太 米加材 820 4％

製材

米加材 390 △25.8％

ロシア材 245 △ 8.0％

欧州材 900 △ 8.3％

グルーラム（※） 260 △17.0％

（※）「グルーラム」は、針葉樹構造用集成材

競りの様子


